
立
て
よ
う
と
、
出
版
社
勤
め
の
傍
ら

修
行
に
励
ん
だ
。
学
生
時
代
、
渋
谷

の
学
校
か
ら
の
帰
り
道
に
途
中
下
車

し
て
遊
ん
だ
心
や
す
く
な
つ
か
し
い

街
・
下
北
沢
で
、
現
在
三
味
線
教
授

の
仕
事
の
た
め
日
参
し
、
昭
和
～
平

成
と
、
こ
の
街
の
変
化
を
身
近
に
感

じ
る
の
は
感
慨
深
い
。
一
方
で
日
本

の
風
土
に
育
く
ま
れ
た
文
化
が
日
常

生
活
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
の
も

こ
の
平
成
三
十
年
の
流
れ
だ
っ
た
。 

  
 

 
 

 

私
が
物
心
つ
い
た
頃
の
昭
和
の
時

代
は
世
の
中
が
ど
ん
ど
ん
良
く
な
る

と
い
う
期
待
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。 

 

で
も
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の 

平
成
は
湾
岸
戦
争
、
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
、
同
時
多
発
テ
ロ
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
、
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る

福
島
原
発
事
故
な
ど
、
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
記
憶
に
残
る
時
代
で
し
た
。 

 

会
社
を
辞
め
て
自
宅
で
仕
事
を
始

め
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
収
入
は
激

減
し
ま
し
た
が
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

仕
事
が
で
き
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
そ
し
て
、
年
を
重
ね
る
に
つ
れ

て
昔
は
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
て
い
た

こ
と
が
些
細
な
こ
と
に
思
え
て
き
た

こ
の
頃
で
す
。 

 
 

 

   
 

 

昭
和
の
晩
年
に
生
ま
れ
、
平
成
し

か

知

ら

な

い
。
今

日

の

天

気

は
？

「
今
日
の
天
気
は
晴
れ
で
す
」
音
声

の
み
で
何
で
も
教
え
て
く
れ
る
人
工

知
能
の
Ｓ
ｉ
ｒ
ｉ
に
聞
く
「
ア
レ
っ 

第４２回せたがや梅まつり3月3日まで開催 

 
想
定
外
の
自
然
災
害
が
続
く
平
成

は
、
自
助
共
助
を
考
え
る
機
会
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
私
も
い
ざ
と
い
う

時
、
役
に
立
て
る
よ
う
、
知
人
の
企

画
す
る
防
災
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
平

成
の
時
代
を
生
き
て
き
た
様
々
な
職

種
の
方
が
、
防
災
と
い
う
テ
ー
マ
で

持
っ
て
い
る
知
恵
を
出
し
あ
う
姿
は

学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
と
く
に
興
味
を

引
い
た
の

は
震
災

の
時
、
エ
レ
ベ 

ー
タ
ー
の
中
に
、
と
じ
こ
め
ら
れ
た

方
を
、
住
民
で
救
出
す
る
訓
練
の
話

で
し
た
。
プ
ロ
が
来
る
の
を
待
つ
し

か
な
い
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
す 

平
成
で
得
た
教
訓
を
生
か
し
、
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
、
共
助
の
知
識

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す 

   

昭
和
三
十
年
代
後
半
に
生
ま
れ
た

私
に
と
っ
て
昭
和
時
代
を
自
分
を
育

て
て
く
れ
た
揺
籃
と
す
る
な
ら
ば
、

平
成
時
代
は
家
族
の
庇
護
か
ら
放
れ

社
会
の
荒
波
に
出
て
自
分
の
力
量
で

生
き
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で

稽
古
し
て
い
た
長
唄
三
味
線
で
身
を 

 
 

  

あ
の
有
名
な
小
渕
元
首
相
の
「
平

成
」
を
Ｔ
Ｖ
で
見
た
の
は
、
小
学
校

３
年
生
の
時
で
し
た
。
明
治
生
ま
れ

の
曽
祖
母
が
明
治
大
正
昭
和
そ
し
て

平
成
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。 

最
初
の

10
年
は
学
生
、

20
年
目
は

女
優
と
し
て
活
動
し
、
今
年
３
月
で 

母
に
な
っ
て

10

年
が
経
ち
ま
す
。
そ

ん
な
に
平
成
を
満
喫
し
て
い
た
と
は

気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
意
外
と

平
成
っ
子
だ
っ
た
こ
と
が
驚
き
で
す 

 

昭
和

で
戦

争
は
終

り
ま

し
た
が 

平
成
は
個
の
争
い
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
い
、
今
ま
で
の
学
び
を
活
か
し

た
次
の
時
代
に
し
た
い
と
思
い
ま
す 

   

平
成
最
後
の
年
末
年
始
は
、
こ
の
30

年
間
の
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
何
て
、
地
震

や
異
常
気
象
に
よ
る
台
風
な
ど
の
天

災
が
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

特
に
私
の
出
身
地
の
福
島
は
、
東
日

本
大
震
災
で
未
曾
有
の
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
あ
の
日
よ
り
八
年
が
経
っ

て
、
現
在
は
震
災
時
に
建
て
ら
れ
た

仮
設
住
宅
な
ど
も
な
く
な
り
、
元
の

姿
に
も
ど
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
反
面
、
皆
の
記
憶
か
ら
だ
ん
だ
ん

薄
ら
い
で
行
く
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
こ

と

を

常

に

心

に

刻

み

こ

ん

で
、
日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

て

何

だ

っ

け
？
」
Ｓ

ｉ

ｒ

ｉ

は

言

う
。
「
面
白
い
質
問
で
す
ね
。
続
き

は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
調
べ
ら
れ
ま
す
」
と
。

一
桁
の
年
か
ら
知
っ
て
い
る
友
人
と

の

話
「
ア

レ

何

だ

っ

け
？
ア

レ

で

し
ょ
う
？
ア
レ
」
「
そ
う
ソ
レ
」
ど

ん
な
に
便
利
に
な
っ
て
も
、
手
放
せ

な
い
も
の
が
あ
る
。
あ
れ
こ
れ
と
パ

ソ
コ
ン
で
検
索
か
け
て
、
間
違
い
な

い
答
え
も
あ
れ
ば
、
ア
レ
で
通
じ
る

応
え
も
あ
る
。
平
成
生
ま
れ
の
ヒ
ー

ト
テ
ッ
ク
を
着
て
昔
な
が
ら
の
綿

％
と
ウ
ー
ル
を
重
ね
着
込
む
。
こ
の

組
み
合
わ
せ
が
一
番
暖
か
い
と
知
る

平
成
師
走
の
晩
。 

 
 

 
 

   

私
に
と
っ
て
平
成
は
遮
二
無
二
働

く
時
期
と
重
な
っ
て
ア
ッ
と
云
う
間

に
終
わ
り
と
思
え
て
な
ら
な
い
。 

 

私
は
現
住
所
で
生
ま
れ
育
っ
た
。

小
学
生
時
代
最
後
の
二
年
間
松
本
と

再
疎
開
の
綿
部
村
で
過
ご
し
た
。
当

時
は
飢
え
と
寒
さ
と
シ
ラ
ミ
に
悩
ま

さ

れ

た

が
、
八

十

歳

半

ば

の

今

と

な
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
と
な
っ
た 

 

 

下
北
沢
も
子
ど
も
の
頃
は
凧
揚
げ

や
羽
根
つ
き
な

ど
広
場
の

多
い
所

だ
っ
た
が
、
仕
事
の
関
係
で
十
二
年

大
阪
で
暮
ら
し
、
帰
っ
て
来
た
時
に

は
が
ら
り
と
変

わ
り
住
み

づ
ら
く

な
っ
て
い
た
。
昭
和
一
桁
で
生
ま
れ

平
成
の
次
の
年
号
を
迎
え
ら
れ
そ
う

な
体
で
思
え
ば
苦
労
も
あ
っ
た
が
、

今
で
は
懐
か
し
い
思
い
の
昭
和
と
平

成
で
あ
っ
た
と
し
み
じ
み
思
う
今
日

此
の
頃
で
あ
る
。 
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時
代
を
生
き
る 

 

東
北
沢
自
治
会 

石
坂 

い
つ
か 。 

 

平
成
で
得
た
教
訓
を
生
か
し
て 

 
 

北
沢
一
丁
目
町
会 

 

代
市 

文
子 

」 

。 

「 

。 

。 

 
 

遠
ざ
か
る
日
本
的
な
も
の 

北
沢
二
丁
目
南
町
会 

杵
屋 

徳
桜 

 

三
つ
の
時
代 

北
沢
五
丁
目
町
会 

本
間 

正
信 

 

震
災
を
忘
れ
な
い
で
！ 

 

北
沢
中
央
自
治
会 

鶴
巻 

実
千
代 

         

 

諸
行
無
常
の
平
成
に
て 

北
沢
二
丁
目
協
和
会 

及
川 
香
鈴
美 

 

私
に
と
っ
て
の
平
成 

 
 

北
沢
四
丁
目
町
会 

 

瀬
戸 

潔 

 

。 

、 



北
沢
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所 

が
世
田
谷
区
北
沢
２-

11

-

３ 

イ 

サ
ミ
ヤ
ビ
ル
３

階
（

１
階
が
靴
屋
） 

に
移
転
し
ま
し
た
。 



・
FAX

0

3-

５
７
８
７-

８
５
３
７ 

 

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
暮
ら
し

の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
、
子
育

て
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
ご
家
族
の

方
、
判
断
能
力
や
金
銭
管
理
が
不
安

な
方
地
域
活
動
に
参
加
し
た
い
方
な

ど
の
ご
相
談
、
生
活
の
支
援
を
し
て

い
ま
す
。 

 

こ
ど
も
食
堂 

し
も
き
た
キ
ッ
チ
ン 

 

一
番
街
商
店
街
に
あ
る
風
歌
ハ
ウ

ス 

北
沢
3-

34-

4

に
て
定
期
開

催
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
お
料
理

し
て
、
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

開
催
日
時 

毎
月
第
４
第
５
水
曜
日 

16
時
か
ら
19
時
ま
で 

定
員
10
名 

中
学
生
ま
で
無
料 

高
校
生
300
円
、
大
人
500
円 

予
約
０
３-

５
７
９
０-

９
８
４
６ 

 

み
ん
な
で
ご
は
ん 

北
五
食
堂 

 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
み
ん
な
で
一
緒
に
ご

飯
を
食
べ
よ
う
。 

毎
月
第
３
火
曜
日
18
時
か
ら
20
時
ま

で
場
所
北
沢
五
丁
目
会
館 

 

参
加
費
子
ど
も
100
円 

大
人
300
円 

問
合
せ
０
３-

５
７
９
０-

９
８
９
４ 

（
平
日
10
時
～
15
時
ま
で
） 

 

き
ら
り
☆
き
た
ざ
わ 

 

 

２
月
３
日
に
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

で
、
太
鼓
の
演
奏
、
歌
、
吹
奏
楽
、

チ
ア
ダ
ン
ス
、
防
災
塾
、
ボ
ッ
チ
ャ

体
験
な
ど
北
沢
地
区
で
「
暮
ら
す

人
」
「
働
く
人
」
「
学
ぶ
人
」
が
知

り
合
い
・
交
流
し
支
え
合
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。 

ル
を
入
れ
①
を
皮
目
か
ら
中
火
で
蓋

を
し
て
蒸
し
焼
き
に
す
る
。
④
焼
き

色
が
つ
い
た
ら
返
し
中
ま
で
火
を
通

し
皿
に
出
す
。
⑤
同
じ
フ
ラ
イ
パ
ン

で
②
の
き
の
こ
を
炒
め
塩
胡
椒
す
る

⑥
き
の
こ
に
火
が
通
っ
た
ら
④
の
鶏

肉
を
戻
し
牛
乳
と
コ
ン
ソ
メ
を
加
え

蓋
を
し
な
い
で
煮
込
む
。
⑦
牛
乳
が

煮
詰
ま
り
と
ろ
み
が
つ
い
た
ら
味
を

調
え
て
器
に
盛
り
パ
セ
リ
を
散
ら
す

※
大
き
目
の
皿
に
盛
り
、
ガ
ー
リ
ッ

ク
ラ
イ
ス
や
サ
ラ
ダ
を
添
え
る
と
、

男
子
も
満
足
の
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
デ
ィ 

 
 

ナ
ー
に
な
る
。 

北
沢
三
・
四
丁
目
西
町
会 

椎
木
田
津
子 

青
少
年
北
沢
地
区
委
員
会
主
催 

ス
ケ
ー
ト
教
室 

。 

 

、 

 

。 

 

） 

。 

 

①
ド
ン
グ
リ
広
場
公
園 

 

北
沢
３-

26-

8
（

・
23

㎡
） 

水
道
、
ベ
ン
チ

と
少
し
遊
具
が

あ
る
。
園
の
両

側
に
震
災
対
策

用
Ｄ
型
可
搬
式

ポ
ン
プ
（
北
沢

二
丁
目
協
和
会

三
、
四
丁
目
西

町
会
）
が
備
わ

り
、
地
下
に
は
防
火
水
槽
が
あ
り
、

災
害
時
や
火
災
の
消
火
に
役
立
て
ら

れ
る
。
カ
シ
、
モ
ミ
ジ
等
が
繋
り
保

育
園
児
や
子
ど
も
達
の
遊
ぶ
姿
が
良

く
見
ら
れ
る
。 

②
北
沢
四
丁
目
公
園 

 

北
沢
４-

-

７
（

・
50
㎡
） 

三
・
四
丁
目
西
町
会
の
可
搬
式
消
防 

ポ
ン
プ
の
格
納
庫
あ
り
。
多
目
的
使 

用
ト
イ
レ
。
時
計
、
す
べ
り
台
、
ブ 

ラ
ン
コ
等
遊
具
、
砂
場
も
あ
る
。 

災
害
訓
練
時
の
同
町
会
の
集
合
場
所 

で
あ
り
、
全
体
会
場
へ
と
行
く
。 

、 

、 

。 

な
り
と
て
も
嬉
し

そ

う

で
、
滑

れ

る

子
は
ス
イ
ス
イ
と

楽
し
そ
う
で
し
た

帰

り
の

バ

ス
で
、

子
ど
も
達
に
聞
く

と
ス
ケ
ー
ト
は
楽

し
く
ま
た
参
加
し

た
い
と
の
声
が
大

半
で
し
た
。 

鶏
肉
と
き
の
こ
の
簡 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単
ク
リ
ー
ム
煮 

(

材
料
3
～

4
人
分
）

鶏
も
も
肉
２
枚
、
し
め 

 

じ
１
袋
、
エ
リ
ン
ギ
1 

 

袋
、
酒

大

１
、
塩

小

弱
、
胡
椒
少
々
、
小
麦
粉
大
２
牛

乳

ml
～

ml
、
コ
ン
ソ
メ
顆
粒
小

２
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
大

、
パ
セ

リ
適
量 

（
作
り
方
）
①
鶏
肉
は
余
分
な
脂
肪
を 

取
り
除
き
大
き
め
の
一
口
大
に
切
り

酒
、
塩
、
胡
椒
で
下
味
を
付
け
、
焼 

く
直
前
に
小
麦
粉
を
ま
ぶ
す
。
②
き 

の
こ
を
好
み
の
大
き
さ
に
切
る
。
③ 

フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
オ
リ
ー
ブ
オ
イ 

 

③
か
し
の
き
公
園 

 
 

北
沢
４-

16-

５
（

・
41
㎡
） 

ベ
ン
チ
、
水
道
が
あ
る
。
カ
シ
、
ユ

ズ
、
ツ
ツ
ジ
等
に
囲
ま
れ
、
子
ど
も

達
が
走
り
遊
べ
る
広
場
が
あ
る
が
鎌

倉
通
り
沿
い
な
の
で
要
注
意
。 

④
く
す
の
き
ひ
ろ
ば
公
園 

 

北
沢
３-

30-

18(

・
53
㎡
） 

四
ツ
角
の
２
角
を
つ
な
ぎ
、
緑
豊
か

な
通
り
道
に
な
っ
て
い
る
。 

地
下
に
防
火
水
槽
が
（

m³ 

が
埋

め
て
あ
り
、
可
搬
式
ポ
ン
プ
で
給
水

す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

⑤
一
本
松
公
園  

 

北
沢
３-

-

５
（

・
55
㎡
） 

中
央
に
水
飲
み 

日
本
庭
園
風
に 

庭
石
で
囲
わ
れ 

た
松
、
ト
ベ
ラ 

サ
ル
ス
ベ
リ
、 

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
等 

が
繋
り
、
季
節 

毎
に
楽
し
め
る 

⑥
北
沢
え
ご
の
木
広
場 

北
沢
４-

10-

16
（

㎡
） 

茶
沢
通
り
に
面
し
た
角
地
で
ベ
ン
チ

が
あ
り
一
寸
休
憩
に
便
利
な
広
場
。 

築
山
に
桜
が
植
え
ら
れ
、
黄
緑
の
葉 

（
ヒ
バ
の
仲
間
）
の
低
木
が
美
し
い 

 

 
 

 
 

  

一
月
五
日
（
土
）
富
士
急
ハ
イ
ラ

ン
ド
で
行
わ
れ
た
恒
例
の
ス
ケ
ー
ト

教
室
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
小
・
中
学

生
五
十
八
名
の
参
加
で
し
た
。
参
加

者
は
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
指
導

員
の
方
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ

き
初
心
者
も
何
と
か
進
め
る
よ
う
に

 

 

。 

 

シ
モ
キ
タ
ク
リ
ー
ン
作
戦 

 

12
月
21

日
（
金
）
に
シ
モ
キ
タ
ク

リ
ー
ン
作
戦
パ
レ
ー
ド
が
あ
り
、

19

の
協
力
団
体
か
ら
計

名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

古
着
・
古
布
の
回
収
の
お
知
ら
せ 

 

 

日
時
3
月
24
日
午
前
10
時
～
正
午 

 

場
所 

き
た
ざ
わ
苑 

玄
関
前 

 

所
在
地 

北
沢
5-

24-

18 

 

主
催 

北
沢
地
区
町
会
連
合
会 

ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
委
員
会 

 

歳
末
助
け
合
い
の
お
礼 

 

地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

件
数 

一
、
二
四
七
件 

 

 

金
額 

八
二
八
、
一
二
七
円 

 

北
沢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 

下
北
沢
演
劇
祭 

 

２
月
１
日
～
３
月
３
日
開
催
中 

ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

編
集
後
記 

 

○
寒
暖
の
定
ま
ら
ぬ
日
々
。
イ
ン
フ 

ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
の
中
に
あ
っ
て 

梅
の
花
は
も
う
春
を
告
げ
て
ま
す
。 

 

ハ
ク
ビ
シ
ン
に
ご
注
意
！ 

。 

 

、 

 

こ
こ
数
年
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
目
撃
情

報
が
北
沢
近
辺
で
も
増
加
し
て
い
る 

 

『
ハ
ク
ビ
シ
ン
』
に
つ
い
て
、
区
の

担
当
者
に
話
を
伺
っ
た
。 

○
ど
ん
な
動
物
？ 

・
成
獣
の
大
き
さ
は

90

～

㎝
。 

・
顔
の
真
ん
中
に
白
い
線
が
あ
る
。 

・
木
登
り
が
得
意
。
電
線
を
渡
る
。 

・
雑
食
。
果
物
の
葡
萄
、
柿
が
好
物 

・
寒
さ
に
弱
く
、
冬
場
は
住
宅
の
天

井
裏
等
に
棲
み
、
溜
め
糞
を
す
る
。 

○
何
が
問
題
な
の
か
？ 

 

・
野
生
動
物
な
の
で
、
ダ
ニ
、
ノ
ミ

線
虫
等
が
寄
生
し
て
い
る
こ
と
や
病

気
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る 

○
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
？ 

・
縁
の
下
、
通
風
口
等
の
侵
入
口
等

に
な
る
隙
間
を
ふ
さ
ぐ
。 

・
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
や
生
ご
み
を
外
に

放
置
し
な
い
。 

・
敷
地
内
の
果
実
、
野
菜
を
早
め
に

収
穫
す
る
。 

環
境
保
全
課


0

3-

５
４
３
２-

２
２
７
４ 

。 

。 


